
は
じ
め
に

須
藤

　

美
音

知
識
社
会
の
中
で
の
さ
ら
な
る
成
長
を
目
指
し
て

I
環
境
先
進
国
デ
ン
マ
ー
ク
の
歴
史
か
ら
学
ぶ
物
質
に
依
存
し
な
い
社
会

世
界
に
急
激
な
経
済
成
長
を
資
し
た
工
業
社
会
を
経
て
、
現
在
は
知
識
社
会
と
い
う
新
た
な
社
会
に
移
行

し
て
い
る
。
工
業
社
会
で
は
大
量
生
産

・
大
量
消
費
が
社
会
の
豊
か
さ
を
支
え
て
い
た
が
、

こ
れ
に
伴
い
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
、
化
石
燃
料
の
枯
渇
、
廃
棄
物
の
増
加
と
い
っ
た
地
球
環
境
問
題
が
人
々
の
生
活
を

脅
か
す
よ
う
に
な
っ
た
。
大
量
生
産

・
大
量
消
費
型
の
社
会
が
破
綻
し
、
現
在
の
知
識
社
会
で
は
、
知
識
が

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
や
領
域
に
お
い
て
重
要
な
価
値
を
占
め
、
脱
物
質
化
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

経
済
活
動
の
中
心
と
し
て
人
材
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
単
純
に
経
済
活
動
根
幹
の
転
換
の
み
な

ら
ず
、
私
た
ち
の
生
活
ス
タ
イ
ル
ま
で
も
転
換
が
迫
ら
れ
て
い
る
。
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デンマーク 日本

面積 43,090 km2 377,955 km2

人口 5,627 千人 127,083 千人

首都 コペンハーゲン 東京

平均寿命
女性 81.9 歳

男性 78.0 歳

女性 86.8 歳

男性 80.5 歳

こ
の
よ
う
な
脱
物
質
化
に
よ
る
、
経
済
・社
会
の
転
換
に
早
く
か

ら
取
り
組
ん
で
い
る
国
が
あ
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
で
あ
る
。
デ
ン
マ
ー

ク
は
、
日
本
と
同
様
に
極
め
て
資
源
の
乏
し
い
国
で
あ
る
が
、
「環

境
先
進
国
」、
「福
祉
先
進
国
」
そ
し
て
、
「世
界

一
幸
せ
な
国
」
と

い
う
よ
う
な
代
名
詞
で
呼
ば
れ
、

一
九
七
〇
年
代
の
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
を
契
機
に
大
き
な
社
会
基
盤
の
転
換
を
図
り
、
脱
物
質
化
に

お
い
て
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
。

日
本
で
は
、
依
然
と
し
て
干
不
ル
ギ
ー
資
源
を
海
外
に
依
存
し

　

101

て
お
り
、
原
子
力
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
。
更
に
、
少

予
局
齢
化
に
よ
り
労
働
資
源
も
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
経

済
成
長
に
陰
り
が
見
え
て
い
る
。
本
論
文
で
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
環

境
政
策
に
関
す
る
事
例
や
著
者
が
二
〇

一
五
年
に
研
究
に
従
事
し

て
い
た
デ
ン
マ
ー
ク
エ
科
大
学
で
の
経
験
を
元
に
、
脱
物
質
化
を

ベ
ー
ス
と
し
た
知
識
社
会
に
お
い
て
日
本
は
ど
の
よ
う
に
経
済

的

・
社
会
的
な
環
境
を
整
え
る
べ
き
か
を
考
察
し
た
い
。

表1　 基本情報

(出典 : Facts and Statistics -The onicial website ofDenmalk

総務省統計局、厚生労働省)
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(1
)
デ
ン
マ
ー
ク
の
基
本
的
な
情
報

表
1
に
示
す
よ
う
に
、
デ

ン
マ
ー
ク
の
国
土

は
約
四
三
〇
〇
〇
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
日

本

の
九
州
地
方
と
大
体
同
じ
く
ら
い
小
さ
な

国
で
あ
る
。
ま
た
、
非
常
に
平
た
い
国
で
あ
り
、

最
も
高
い
地
点
が
標
高
約

一
七
〇
メ
ー
ト
ル

と
、
名
古
屋
の
テ
レ
ビ
塔
と
ほ
ぼ
同
じ
く
ら
い

で
あ
る
。
ま
た
、
デ

ン
マ
ー
ク
の
人
口
は
約
五

六
三
万
人
と
、
兵
庫
県
の
人
口
と
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
る
。
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(2
)
デ
ン
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済

図
1
に
示
す
よ
う
に
デ

ン
マ
ー
ク
は
国

の

Z
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図1　 デンマークと日本のGDP (名目) 比較

(出典 : IMF一誕)rld　 Economic　 Outlook　 Databases)
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図2　 デンマークと日本の就業年齢人口割合の比較

(出典 : OECD“OECD　 Economic　 Outk)ok”)
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規
模
が
小
さ
い
た
め
、
国
全
体
の
G
D
P

(名
目
)

は
日
本
よ
り
も
非
常
に
低
い
。
し
か
し
、
一
人
当
た

り
の
G
D
P

(名
目
)
を
み
る
と
、
二
〇
〇
二
年
頃

か
ら
急
激
に
伸
び
て
お
り
、
現
在
で
は
、
日
本
よ
り

も
は
る
か
に
高
い
。
こ
れ
は
、
近
年
輸
出
が
国
の
経

済
を
支
え
て
お
り
、
特
に
農
業

・
食
品
、
医
療
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
よ
う
に
、
特
色
の
あ
る
産
業
が
発

展
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
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[j
]
如
昴
(り
ロ
ベ
謳
廿
概
翁

(
3
)
デ
ン
マ
ー
ク
と
労
働
環
境

ま
た
、
図
2
に
示
す
よ
う
に
、
デ

ン
マ
ー
ク
の
就

業
年
齢
人
口
割
合
は
二
〇

一
六
年
現
在
で
、
六
六

・

一
%
、
日
本
は
六
五
・
五
%
と
ほ
ぼ
同
水
準
で
あ
る

が
、
二
〇
二
二
年
予
想
で
は
、
日
本
は
大
幅
に
下
落

し
て

い
る
。
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図
3
に
労
働
生
産
性
の
比
較
を
示
す

I
。
デ
ン

マ
ー
ク
が
五
八

・
八
U
S
D
で
あ
る
の
に
対
し
、
日

本
は
三
九
・
四
U
S
D
と
低
い
。
こ
れ
は
、
労
働
時

間
が
起
因
し
て
お
り
、
一
年
間
の
労
働
時
間
は
、
デ

ン
マ
ー
ク
が

一
五
二
六
時
間
、
日
本
が

一
七
四
六

時
間
で
あ
る

(
二
〇

コ

ー年
O
E
C
D
調
査
)
。

デ

ン
マ
ー
ク
の
勤
務
時
間
は
基
本
的
に
八
時
~

一
六
時
で
、
残
業
を
す
る
こ
と
ほ
と
ん
ど
な
い
。
著

者
が
デ

ン
マ
ー
ク
エ
科
大
学
で
研
究
を
行

っ
て
い

た
と
き
、
そ
こ
の
研
究
者
は
夕
方
に
な
る
と
子
ど

も
の
送
り
迎
え
等

(
ウ
ス
ワ
ー
ク
の
た
め
帰
宅
し
、

夜
ま
で
研
究
室
に
篭

っ
て
仕
事
を
す
る
こ
と
は
あ

ま
り
な
い
。
ま
た
、
終
業
後
に
同
僚
同
士
で
飲
み
に

出
か
け
る
と
い
う
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
。

デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
家
庭
重
視
と
考
え
方
が
国
民

図3　 デンマークと日本の労働生産性の比較 (2004年)

(出典 : OECD“OECD　 Economic　 Outk)ok”)
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表2　 2015年までのノーベル賞受賞者数

(
4
)
デ
ン
マ
ー
ク
の
教
育

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
日
本
と

同
様
に
工
業
の
発
展
に
よ
り
急
速
に
近
代
化
を

遂
げ
た
。
異
な
る
点
と
し
て
、
戦
後
の
貧
し
い
生

活
を
脱
す
る
た
め
に
、
日
本
は

「経
済
成
長
や
経

済
復
興
」
自
体
を
目
的
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、

デ

ン
マ
ー
ク
は
、
こ
れ
を
手
段
と
し
、
「健
康
で

豊
か
な
国
民
生
活
」
を
最
終
的
な
目
的
と
し
て
い

た
こ
と
で
あ
る
。
デ

ン
マ
ー
ク
で
は
、
人
材
を
重

要
な
資
源
と
み
な
し
、
国
民
教
育
に
厚
い
投
資
が

順

位
国 物理 化学

生理/

医学
経済 文学 平和 合計

1 ア メ リカ 86 69 95 54 10 25 339

2 イギ リス 22 27 31 9 11 12 112

3 ドイ ツ 24 29 16 1 8 4 82

4 フ ラ ンス 13 8 10 2 16 9 58

5 スウェーデン 4 5 8 2 8 5 32

6 スイ ス 3 6 6 2 10 27

7 日本 9 7 3 2 1 22

8 ロシア H 1 2 1 3 2 20

9 オラ ンダ 9 3 2 1 1 16

10 イ タ リア 3 1 3 6 1 14

10 カナダ 4 4 2 1 1 2 14

12 デンマーク 3 1 5 3 I 13

13 オース ト リア 3 2 4 1 2 12

14 ベルギー 1 1 4 1 4 11

14 ノ ルウェー 1 2 3 3 2 11

の
共
通
認
識
で
あ
る
。
研
究
者
間
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
は
終
業
時
間
内
に
行
わ
れ
て
、
朝
食
を

と
り
な
が
ら
カ
ジ

ュ
ア
ル
な

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や

ピ
ク

ニ
ッ
ク
な
ど
が
た
び
た
び
あ

っ
た
。

pnze(出典 : Nobel
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な
さ
れ
て
い
る
。
教
育
方
針
と
し
て
は
創
造
性
の
向
上
が
重
視
さ
れ
お
り
、
幼
稚
園
で
は
児
童
個
々
の
個
性

と
素
質
を
育
み
、
自
立
心
や
責
任
感
な
ど
の
社
会
性
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
自
由
と
民
主
主
義
を
徹
底
す
る
こ

と
を
国
民
学
校
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
小

・
中
学
校
の
義
務
教
育
の
中
で
は
、
ペ
ー
パ
ー
試
験
だ
け
で
な

く
、
口
頭
試
問
に
よ
り
自
分
の
考
え
を
述
べ
る
試
験
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
教
育
の
成
果
か
ら
か
、
デ
ン
マ
ー
ク
人
の
高
い
創
造
性
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
受
賞
数
か
ら
も
わ

か
る

(表
2
)。
日
本
は
二
二
人
の
受
賞
者
を
輩
出
し
て
お
り
、
世
界
で
七
番
目
に
多
い
。
そ
れ
に
対
し
、
デ

ン
マ
ー
ク
は

一
三
人
で

コ

ー位
で
あ
る
が
、
国
の
規
模
を
考
え
る
と
非
常
に
高
い
順
位
で
あ
る
。

(1
)
環
境
政
策
に
関
わ
る
歴
史

か
つ
て
デ
ン
マ
ー
ク
は
森
林
に
覆
わ
れ
て
い
た
が
、
自
国
の
燃
料
供
給

(炊
事
や
暖
房
)
や
酪
農
を
優
先

さ
せ
て
い
た
た
め
に
、
森
林
の
伐
採
が
続
い
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
森
林
が
縮
小
し
た
た
め
、

一
九
四
〇

年
代
ま
で
海
外
に
燃
料
を
依
存
し
て
い
た
(特
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
石
炭
の
輸
入
)。
一
九
五
〇
年
代
に
入
る
と
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
石
炭
か
ら
石
油
変
わ

っ
た
。
石
油
は
石
炭
に
比
べ
る
と
、

コ
ス
ト
が
安
く
運
搬
も
便
利
な
た

3

　

デ
ン
マ
ー
ク
の
環
境
政
策



図4　 デンマークの消費エネルギー内訳 (2009年)

(出典 : DenmarkHnefg・Agency)

エネルギー供給

内訳

(2020年)

め
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
デ

ン
マ
ー
ク
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
九
五
‰
が
輸
入
に
依
存
し
て
い
た
。

し
か
し
、

一
九
七
三
年
の
第

一
次
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
で
原
油
価
格
の
高
騰
に
苦
し
み
、
そ
れ
以
降
、

予
不
ル
ギ
ー
の
転
換
を
図
っ
た
。
施
策
と
し
て
は
、

ま
ず
家
庭
や
企
業
を
中
心
に
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効

率
的
に
利
用
や
、

コ
ー
ン

千
不
レ
ー
ジ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
の
導
入
等
の
よ
う
に
干
不
ル
ギ
ー
半
産
の
効

率
化
を
図
っ
た
。
次
に
、
九
五
%
輸
入
し
た
石
油
に

依
存
し
て
い
た
た
め
石
炭
、
石
油
、
天
然
ガ
ス
、
再

生
可
能
予
不
ル
ギ
ー
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
多
面
化

を
促
進
し
た
。
ま
た
、
一
九
八
五
年
に
原
子
力
発
電

を
活
用
し
な
い
こ
と
を
宣
言
し
た
。

図
4
に
デ
ン
マ
ー
ク
の
干
不
ル
ギ
ー
消
費
の
内

訳
を
示
す

(二
〇
〇
九
年
)
。
排
出
部
門
別
で
は
、

- RE
その他

バイオガス

バイオ燃料

排出部門別　　 エネルギー供給
エネルギー消費量

(2009年)
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j
l
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2005

(出典 : 経済産業省 資源エネルギー庁)

日本のエネルギー自給率

2010

運
輸
部
門
が
最
も
高
く
、
お
よ
そ
四
分
の
一
の
割
合
を
占
め

る
。
日
本
で
は
産
業
部
門
の
割
合
が
四
三
%
と
高
い
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
の
内
訳
と
し
て
は
、
ま
だ
石
油

・
石
炭

・
天
然

ガ
ス
の
割
合
は
高
い
が
、
原
子
力
が
無
い
。

一
九
八
〇
年
代

は
再
生
可
能
子
不
ル
ギ
ー
の
比
率
が
三
%
程
度
で
あ
っ
た

の
に
対
し
、
現
状
で
は
二
割
程
度
ま
で
増
加
し
て
い
る
。
二

〇
二
〇
年
ま
で
に

エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
を
さ
ら
に
減
ら
す

の
と
同
時
に
、
再
生
可
能
干
不
ル
ギ
ー
の
割
合
を
増
加
さ
せ

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

一
方
、
日
本
は
、
図
5
に
示
す
よ
う
に
、
石
炭

・
石
油
に

加
え
て
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
か
ら
液
化
天
然
ガ
ス
や
原
子

力
発
電
が
増
え
て
い
る
。
日
本
の
干
不
ル
ギ
ー
自
給
率
は
水

力

・
地
熱

・
太
陽
光

・
バ
イ
オ

マ
ス
等
四

・
四
%
と
依
然
と

し
て
低
い

(二
〇

一
〇
年
)
。
な
お
、
原
子
力
発
電
は
準
国
産

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
2
、
原
子
カ

エ
ネ
ル
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(2
)
デ
ン
マ
ー
ク
の
環
境
都
市
政
策

一
九
四
七
年
に

コ
ペ
ン
(
I
ゲ

ン
大
都
市
圏
を
中
心
と

し
た
都
市
政
策
で
あ
る

　

「
フ
ィ
ン
ガ
ー
プ
ラ
ン
」
が
制
定

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
コ
ペ
ン
(
I
ゲ
ン
を
中
心
に
五
方
向
に

都
市
軸
を
延
ば
し
、
都
市
の
拡
張
を
図
る
こ
と
を
意
図
し
た

計
画
で
あ
る
。
都
市
軸
に
沿

っ
て
鉄
道
が
整
備
さ
れ
、
都
市

が
拡
張
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
五
本
の
指
の
よ
う
に
見
え
る
。

フ
ィ
ン
ガ
ー
プ
ラ
ン
策
定
以
降
、
一
九
五
〇
年
~
六
〇
年

代
に
急
速
な
都
市
化
が
進
み
、
自
家
用
車
利
用
に
よ
る
交
通

渋
滞
が
増
加
し
た
。
環
境
問
題
に
対
す
る
解
決
策
や
健
康
増

進
の
施
策
と
し
て
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
本
格
的
に
自
転
車

ギ
ー
を
含
め
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
⊇
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に

占
め
る
国
産

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
)
は
、
一
九

・
五
%
で
あ

る
。

自転車用遭路の整備図6
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レ
ー
ン
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
多
く
の
欧
米
諸
国
で
自
転
車
レ
ー
ン
は
導
入
が
進
ん
で
い
る
が
、
デ
ン
マ

ー
ク
は
特
に
利
用
率
が
非
常
に
高
い
。

(3
)
地
方
都
市
活
性
化
の
た
め
の
環
境
実
証
実
験

デ
ン
マ
ー
ク
の
ロ
ラ
ン
島
は
デ
ン
マ
ー
ク
最
大
の
島
で
あ
る
シ
ェ
ラ
ン
島
の
南
西
部
に
あ
る
。

一
九
八
〇

年
代
、
経
済
が
落
ち
込
み
、
人
口
が
都
市
圏
に
流
出
し
て
い
た
が
、
こ
の
打
開
策
と
し
て
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ

ー
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
目
指
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
実
証
実
験
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ロ
ラ
ン
島
に
は
風
力
発
電
機
が
約
五
〇
〇
基
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
多
く
の
所
有
者
が
個
人
で
あ
る
。
国

の
政
策
に
よ
り
、
個
人
事
業
者
が
風
力
発
電
機
購
入
の
た
め
に
全
額
銀
行
か
ら
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
風
が
非
常
に
強
い
の
で
発
電
量
も
多
く

I
〇
年
も
か
か
ら
な
い
う
ち
に
返
済
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
。

現
在
は
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
で
島
で
必
要
な
電
力
の

一
五
〇
%
が
賄
わ
れ
て
い
る
。

一
九
九
九
年
に
は
世

界
最
大
手
の
風
力
発
電
会
社
を
誘
致
し
、
優
秀
な
労
働
力
の
増
加
に
も
つ
な
が
っ
た
。
二
〇
三
〇
年
ま
で
に

五
〇
%
を
風
力
発
電
で
賄
う
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
こ
の
取
り
組
み
は
続
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
再
生

可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
を
用
い
た
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
、
自
治
体
、
企
業
、
研
究
機
関
な

ど
が
共
同
で
参
画
し
、
新
た
な
産
業
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
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さ
ら
に
、
サ
ム
ソ
島
も
同
様
に
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
シ

ェ
ラ
ン
島
の
西
部
に
位
置
す
る
島
で
あ
り
、
人
口
は
お
よ
そ
四
四
〇
〇
人
。
こ
の
島
で
は
、
市
民
が
協
同
組

合
を
作
り
、
組
合
員
に
よ
る
出
資
金
か
ら
風
力
発
電
機
を
購
入
す
る
。
発
電
し
た
電
力
は

I
〇
〇
%
電
力
会

社
が
買
い
取
る
よ
う
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
発
電
量
に
応
じ
て
協
同
組
合
か
ら
配
当
金
が
出

資
者
に
配
当
さ
れ
る
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
は
年
利

一
三
%
の
配
当
が
あ
り
、
貯
蓄
よ
り
有

利
で
あ
る
。

ま
た
、
非
常
に
寒
冷
な
気
候
な
の
で
、
地
域
熱
供
給
シ
ス
テ
ム
が
様
々
な
地
域
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。
麦

わ
ら
を
燃
料
と
し
て

一
八
〇
度
の
蒸
気
を
作
り
、
道
路
の
配
管
で
各
家
庭
に
送
ら
れ
、
暖
房
や
給
湯
に
利
用

さ
れ
て
い
る
。
地
域
熱
供
給
の
た
め
の
施
設
は
、
企
業
や
自
治
体
が
設
置
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
市
民
が

銀
行
か
ら
融
資
を
受
け
て
設
置
し
て
い
る
。
融
資
の
保
証
人
は
市
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
導
入
前
は
各
家
庭
で

石
油
を
買
い
、
湯
を
作

っ
て
い
た
が
地
域
熱
供
給
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
、
燃
料
費
が
半
額
程
度
に
な

っ
た

と
い
う
。
市
民
が
積
極
的
に
自
然
干
不
ル
ギ
ー
を
活
用
し
、
市
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
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(4
)
二
○
五
〇
年
ま
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略

二
〇

一

　

一
年
に
デ
ン
マ
ー
ク
政
府
が

　

IE
N
E
R
G
Y

　

S
T
R
A
T
E
G
Y

　

2
0
5
0
」
を
発
表
し
た
。

こ
こ
で
は
、
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二
〇
五
〇
年
ま
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
し
て
、
化
石

燃
料
か
ら
の
独
立
を
宣
言
し
て
い
る
。
図
7
に
示
す
よ

う
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
を
含
む
E
U
諸
国
は

一
単
位
の
G

D
P
を
産
出
す
る
た
め
に
必
要
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
は
非
常
に
低
く

3
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
効
率
が
高
い
。

し
か
し
、
図
4
の
よ
う
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
依
然
と

し
て
化
石
燃
料
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
化
石
燃

料
の
使
用
を
段
階
的
に
減
ら
し
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
に

ゼ

ロ
に
す
る
と
い
う
意
欲
的
な
目
標
を
定
め
て
い
る
。

同
時
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
と
温
室
果
ガ
ス

を

一
九
九
〇
年
比
で
八
〇
~
九
五
%
の
削
減
を
目
指

す

(
E
U
の
目
標
値
)。
現
在
は
陸
上
や
洋
上
の
風
力

発
電
機
が
消
費
電
力
の

一
九
%
を
供
給
し
て
い
る
が
、

今
後
は
さ
ら
に
発
電
機
を
増
や
し
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル

ギ
ー
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

図7　 実質GDP当たりの一次エネルギー一消費(2012年)

(出典 : IEA”Enelgy　 Balances　 ofOECD　 Countries　 2014　 Edition” ”Enerlly

Balances　 ofNon-OECD　 Countries　 2014　 Edition”)
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4

　

知
識
社
会
に
お
け
る
労
働
環
境
の
転
換

(
1
)
大
量
生
産

・
大
量
消
費
社
会
か
ら
脱
物
質
社
会
へ

大
量
生
産

・
大
量
消
費
型
の
社
会
か
ら
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
や
地
球
温
暖
化
問
題
を
経
て
、
現
在
は
物
質

に
依
存
し
な
い
新
た
な
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
脱
物
質
時
代
に
お
い
て
は
、
人
材
が
重
要
基

盤
で
あ
り
経
済
構
造
の
み
な
ら
ず
、
私
た
ち
の
生
活
ス
タ
イ
ル
も
大
き
な
転
換
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

ま
さ
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
が

一
九
七
〇
年
代
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
と
同
様
の
転
換
が
迫
ら
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

工
業
社
会
を
経
て
、
現
在
は
知
識
社
会
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
の
社
会
で
は
経
済
活
動
の
中

心
と
な
る
の
は
知
識
労
働
者

(ナ
レ
ッ
ジ

ー
ワ
ー
カ
ー
)
で
あ
り
、
知
的
生
産
性
が
経
済
競
争
力
を
左
右
す

る
。
工
業
社
会
に
お
け
る
ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
が
製
品
で
あ

っ
た
の
に
対
し
て
、
知
識
社
会
で
は
、
新
し
い
価
値

の
創
造
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
発
と
い
う
無
形
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
ナ
レ
ッ

ジ

ー
ワ
ー
カ
ー
の
知
的
生
産
性
を
高
め
る
新
た
な
労
働
環
境
の
整
備
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本

章
で
は
ナ
レ
ッ
ジ

ー
ワ
ー
カ
ー
の
労
働
環
境
に
つ
い
て
、
著
者
が
こ
れ
ま
で
に
行

っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

も
と
に
考
察
す
る
。
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(2
)
創
造
性
を
高
め
る
ナ
レ
ツ
ジ

ー
ワ
ー
カ
ー
の
た
め
の
執
務
空
間

「建
築
空
間
と
知
的
活
動
の
階
層
モ
デ
ル
」
(国
土
交
通
省
主
導
知
的
生
産
性
研
究
委
員
会
)
に
よ
る
と
、

知
的
活
動
は
、
第

一
階
層
が
情
報
処
理

(知
識
情
報
の
定
型
的
処
理
、
事
務
処
理
)
、
第
二
階
層
が
知
識
処
理

(知
識
情
報
の
調
査
探
索
、
加
工
処
理
)
、
第
三
階
層
が
知
識
創
造

(価
値
創
造
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
)
と
三

つ
の
階
層
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

・
ワ
ー
カ
ー
を
対
象
と
し
た
従
来
型
の
執
務
空
間
は
第

一
階
層
の

「情
報
処
理
」
や
第
二
階
層
の

「知
識
処
理
」
が
行
い
や
す
い
よ
う
構
成
さ
れ
て
お
り
、
快
適
性
、

健
康
性
、
利
便
性
の
高
い
空
間
が
要
求
さ
れ
て
い
た
。

一
方
、
第
三
階
層
の

「知
識
創
造
」
で
は
、
他
者
と

の
意
見
交
換
や
協
業
を
通
じ
て
衆
知
を
集
め
た
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
情
報
を
整
理
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
の
発
見
や
価
値
を
創
造
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

一
九
七
〇
年
代
の
オ
フ
ィ
ス
は
、
食
堂
や
仮
眠
室
等
の
共
用
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、
昼
休
み
は

同
僚
と
屋
上
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
年
に

一
回
社
員
や
家
族
と
の
運
動
会
や
社
員
旅
行
等
福
利
厚
生
が
充
実
し

て
い
た
。
し
か
し
、

一
九
九
〇
年
代
に
な
る
と
経
済
活
動
に
お
い
て
非
生
産
的
な
ス
ペ
ー
ス
、
そ
し
て
、
社

員
間
の
余
暇
の
時
間
も
失
わ
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
に
お
い
て
は
大
企
業
を
中
心
と
し
て
、
社
員
間

の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
か
ら
改
め
て
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間
や
非
生
産
的
と
さ
れ
て
い
た

空
間
が
復
活
し

つ
つ
あ
る
。
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(3
)
知
的
生
産
性
を
高
め
る
た
め
に
必
要
な
空
間

・
環
境
要
素
の
検
討

以
上
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
著
者
ら
は
ナ
レ
ッ
ジ

ー
ワ
ー
カ
ー
の
た
め
の
執
務
空
間
を
検
討
す
る
に
当
た

り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

っ
た
。
調
査
の
対
象
は
大
学
の
研
究
室
に
所
属
す
る
学
生
、
回
答
数
は

一
九
八

名

(男
性
八
三

・
八
%
、
女
性

一
六

・
二
%
)
で
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
「①
単
純
作
業
」
、
「②
情
報

収
集
」、
「③
研
究
成
果
の
ま
と
め
」、
「①
思
考

・
発
想
」
と
い
う
四
パ
タ
ー
ン
の
研
究
行
為
を
行
う
際
、
知

的
生
産
性
が
高
ま
る
空
間
を
選
択
し
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
、
各
研
究
行
為
別
に
知
的
生
産
性
を
高
め
る
た
め

に
必
要
と
す
る
空
間

・
環
境
要
素

(表
3
)
を
回
答
者
に
全
て
選
択
さ
せ
た
。

回
答
者
に
よ
り
選
択
さ
れ
た
空
間

・
環
境
要
素
の
パ
タ
ー
ン
を
主
成
分
分
析
を
用
い
て
分
析
し
、
各
研
究

行
為
を
行
う
際
に
求
め
ら
れ
る
要
素
を
明
ら
か
に
し
た
。
表
3
に
成
分
負
荷
を
示
す
。
次
元

一
は
、
正
の
数

値
で
は
、
「
P
C
画
面
の
大
き
さ
」
、
「通
信
速
度
」
等
の
I
T
環
境
に
関
す
る
要
素
と

「机
の
使
い
心
地
」
や

「広
さ
」
等
の
空
間
環
境
に
関
す
る
要
素
の
負
荷
が
大
き
く
、
物
理
的
要
素
の
強
さ
を
表
す
軸
と
み
な
せ
る
。

次
元
二
は
、
正
の
数
値
で
は
、
「周
り
が
気
に
な
ら
な
い
」
、
「閉
塞
感
が
な
い
」
、
「好
き
な
飲
食
物
が
手
に
入

る
」
等
の
負
荷
が
大
き
く
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
環
境
要
素
の
強
さ
を
表
す
軸
と
み
な
せ
る
。

こ
の
二
つ
の
軸
に
、
各
研
究
行
為
の
得
点
を
プ

ロ
ッ
ト
し
た
結
果
を
図
8
に
示
す
。
「①
単
純
作
業
」
で
必

要
と
さ
れ
る
空
間

・
環
境
要
素
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
要
素
の
ニ
ー
ズ
が
強
く
、
か
つ
、
物
理
的
環
境
の
ニ
ー
ズ
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表3　 空間 ・環境要素と成分負荷

空間 ・環境要素 次元 1 次元 2

風通 りがいい -0.59 -0.787

空調のコ ン ト ロールがしやすい 0.889 0.421

静かである 0.605 0.669

にぎやかである 0.636 0, 121

第三者に聞かれることが少ない -0.641 0.766

作業面の明るさが適切 0.999 0.002

景観が良い -0.645 0.504

閉塞感がない 0.417 0,908

周りの視線が気にならない -0.369 0.928

空気が清潔 0.691 0.694

臭いに不快を感じない/匂いが好き 0.546 0.426

換気が十分 0.996 -0.048

PC台数が十分 0.982 -0. 188

PC画面の大き さが十分 0.961 -0. 165

PCの性能が十分 0,969 -0.247

通信速度が十分 0.728 -0.421

プリンタ/スキャナ台数が十分 0.871 -0.491

プリンタ/スキャナ性能が十分 O、907 -0.4 12

ソ フ トウェ アの充実 0.847 -0.032

自席の作業面積の広さが十分 0.975 0. 141

自席周りの広さが十分 0.989 -0.0 19

机の使い心地が良い 0.918 0.319

椅子の座り心地が良い 0.871 0.249

椅子の調整が しやすい 0.967 -0.252

研究空間の広さが十分 0.985 -0.093

研究空間に清潔感がある 0.462 o。886

研究空間のイ ンテ リアが良い -0. 198 0.943

コ ンセン トの数が十分 0.938 0.338

収納スペースが十分 0.980 0. 131

周 りの席との間隔が適切 0.898 0.4

資料が充実している 0.290 -0 .89

緊張感がある 0.904 -0 .085

す ぐ先生/先輩/同期に相談できる 0.560 -0.483

仲の良い友達と一緒に作業が可能 0.926 0.371

人が少ない -0.871 0.4 12

好きな飲食物が手に入る -0. 154 0,949

1人になれる -0.849 0.528

場所を移動するこ とが面倒 0.840 0.537

作業空間が定められ移動できない 0.857 -0. 146

喫煙が可能 -0.636 -0. 121
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図8　 求められる空間 一環境要素
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→

が
強
い
位
置
に
あ
る
。
ま
た
、
「②
情
報
収
集
」
と

「③
研
究

成
果
の
ま
と
め
」
は
ど
ち
ら
も

「知
識
処
理
」
を
想
定
し
た

行
為
で
あ
る
が
、
必
要
と
さ
れ
る
空
間

・
環
境
要
素
は
近
い

位
置
に
あ
り
、
類
似
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
両
者
と
も
に
や

や
物
理
的
要
素
の
ニ
ー
ズ
が
強
く
、
か
つ
、
研
究
の
情
報
が

行
き
交
う
活
発
な
環
境
要
素

の
ニ
ー
ズ
が
強

い
位
置
に
あ

り
、
現
状
の
執
務
空
間
に
近
い
。
こ
れ
と
は
対
極
の
位
置
に

あ
る
の
が

「④
思
考

・
発
想
」
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
要
素
の
二

I
ズ
が
強
く
、
物
理
的
環
境
要
素
の
ニ
ー
ズ
が
弱
い
位
置
に

あ
る
。
こ
の
結
果
か
ら
、
知
識
創
造
の
誘
発
に
は
、
こ
れ
ま

で
非
生
産
的

で
あ
る
と
排
除
さ
れ
た
ゆ
と
り
の
あ
る
空
間

が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
る
。

5

　

お
わ
り
に

デ

ン
マ
ー
ク
で
は
第

一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
に
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家
庭
や
企
業
を
中
心
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
利
用
、
高
効
率
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
生

産
の
効
率
化
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
多
面
的
利
用
、
そ
し
て
脱
原
発
を
成
し
遂
げ
た
。
こ
れ
と
同
時
に
、
資
源

の
乏
し
さ
を
糧
に
、
教
育

・
福
祉
の
よ
う
に
人

へ
の
積
極
投
資
が
進
み
、
現
在
で
は
幸
せ
な
国
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
が
歩
ん
で
き
た
道
は
、
現
在
日
本
で
議
論
が
進
ん
で
い
る
こ
と
そ
の
も
の
で
あ
り
、
三
〇
年

以
上
の
遅
れ
を
と

っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
戦
後
の
貧
し
さ
か
ら
、
日
本
で
は
経
済
成
長
や
経
済
復
興
に
邁

進
し
、
大
量
生
産

・
大
量
消
費
型
の
社
会
が
構
築
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
脱
物
質
化
社
会
に
舵
を
切
り
、
物
質

で
は
な
く
人

へ
の
投
資
が
必
要
で
あ
る
。
非
生
産
的
と
み
な
さ
れ
て
い
た
空
間
や
余
暇
の
時
間
を
改
め
て
見

直
す
こ
と
で
、
結
果
的
に
さ
ら
な
る
成
長
を
遂
げ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
近
年
、
大
企
業
を
中
心
と
し
て
、
社

員
間
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
か
ら
改
め
て
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間
や

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
空
間
が
復
活
し
つ
つ
あ
り
、今
後
の
さ
ら
な
る
広
が
り
を
期
待
し
て
い
る
。
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労
働
生
産
性
と
は
、
労
働
者
が
ど
れ
だ
け
、
効
率
的
に
成
果
を
生
み
出
し
た
か
を
定
量
的
に
表
し
た
も
の
で
、
労
働

生
産
性
=
G
D
P
へ
(就
業
者
数
×
労
働
時
間
)
で
計
算
さ
れ
る
。

2

　

原
子
力
発
電
の
燃
料
と
な
る
ウ
ラ
ン
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
が
高
く
備
蓄
が
容
易
で
あ
る
こ
と
、
使
用
済
燃
料
を
再



3

処
理
す
る
こ
と
で
資
源
燃
料
と
し
て
再
利
用
で
き
る
こ
と
等
か
ら
、
資
源
依
存
度
が
低
い
の
で
、
「純
国
産
千
不
ル

ギ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

一
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

(石
油
換
算
ト
ン
)
へ
実
質
G
D
P

(U
S
D
)
を
日
本
=

一
と
し
て
換
算
し
た
。
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Economic　 and　 sx)cial　 systems　 have　 shined　 liom　 industrial　 lo

knowlalge-based　 systems.　 Because　 knowledge　 occupies　 important

value　 in　 evely　 social　 side　 and　 domain　 m　 this　 knowledge-based

systems,　 Mt　 must　 extricate　 ourselves　 fionl　 n! ass　 production皿dmass

conslmlption　 h鉦 Denmark　 is　 a　 resoulce-starvled　 country/as　 Japan,

and　 they　 succeedal　 to　 sitt　 to　 demateliahzation　 due　 to　 the　 oil　 crisis　 in

1970s.　 0 n　 lhe　 other　 hand,　 J叩an　 stnl　 depends　 on　 enellly　 resources

abR)ad,　 and　 cannot　 but　 dq)end　 on　 atomic　 enelllyバrhe　 purpose　 ofthis

p可)er　 is　 to　 discuss　 the　 econolnical　 and/or　 social　 enviR)nment　 in

knowledge-based　 systenls　 in　 rel rence　 to　 post　 materialist　 society

thn)ugh　 lhe　 Dani画 historv.

For　 Further　 Growth　 in　 Knowledge　 Society

- Learning　 Post　 lVlaterialist　 Society　 fn}m　 the　 History　 of

EnvironmentaUy　 DeveIoped　 Country　 Denmark-
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